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「中央アジア地区」
在日カザフスタン共和国大使館
ご招待「料理教室」に参加して

　2026年 2 月 6 日（金）、メトロ日比谷線「神谷町駅」下車、東京タワーの方向に坂道を登り徒歩 8 分、ロ
シア大使館前の道を少々入るとカザフスタン共和国大使館はあった。東京タワーの近くで、少々高台に
あり、 3 階建のビルの 2 階がイベントの広間で料理教室の会場だった。参加者は20人。用意された卓上
には手土産のつつみのチョコとコップ、紙皿などが用意されていた。

招待の案内状（詳細）
◇日　時　2026年 2 月 6 日　12時～14時頃
◇場　所　在日カザフスタン共和国大使館
　　　　　東京都港区麻布台 1 丁目 8 －14
　　　　　最寄り駅： 東京メトロ日比谷線「神谷

町駅」より徒歩約 8 分
◇講　師　グルザットさん（大使秘書）
　　　　　日本語による通訳あり
　　　　　 通訳は大使館秘書兼通訳のジャミリア

さん。
◇持ち物：エプロン、タオル、筆記用具
　　　　　（持ち帰り用のビニール袋など）
※ 挽肉を小麦生地で包んだマンティーと揚げパン

のパウルサックなどを作ります。
以上

　会場のスクリーンには大草原の映像もあって、
この大草原での食と作られるメニューを紹介する
と

カザフスタン共和国のパンフの一部です。なかなか魅力
的な風景ですね。

港区麻布台の在日、カザフスタン共和国大使館の玄関で
す。ロシア大使館の近くでした。
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九段　
　九段小学校のわきにカニをデザインした壁面と、階段がある。

麻布十番
　私にとって初めて降り立つあまり馴染みのない場所である。階段は
鳥居坂下交差点の周囲にいくつかある。東洋英和に通う小学生たちの
通学と重なり、先生も何人か立っていてうまく撮影できなかった。

百人町
　新大久保駅前の雑踏から右に折れ、しばらく行くと静かな街並みが
現れる。 2 丁目 7 － 8 の私道に佇む 5 段の階段はスロープや手すりが
あり、これぞ百人力!?

千石（文京区）
　バス通りから一歩裏通りへと足を踏み入れるとそこは閑静な住宅
街。この路地は途中まで一直線で、最後に道幅が狭まり左に折れ、塀
には「この先階段あり」の文字が。そして唐突に現れるのが写真の階段。
2 丁目 9 ・14の間にあり、なんと32段もある。
　江東区の千石は会社の地元だがこりゃあかなわない。

万世橋
　万世橋の昭和通り寄りに神田川へと降りていく階段を発見！施錠さ
れたうえ、防犯カメラ作動中ということでこれ以上深入りはできない。
千石まで行ったら万世橋の名が浮かび、急遽訪れたので有って良かっ
た。

　この日はバスだけでも 4 回乗り継
ぎ、百、四、須賀神社、千、万と辿っ
て午前九時半。ワシントンホテル併
設のデニーズでモーニングが旨い！
　私自身は結構楽しめましたが、皆
さんはいかがでしたでしょうか。
　中野方面は、友人の中野坂上皇子

（なかのさかうえのおうじ）に頼もう
かしら。

百人町 5 段

文京区千石 万世橋

麻布十番

九段小学校脇
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大草原の味、メニュー、手作りと食事
①シエルペーキ
　（小麦粉、牛乳、卵、ドライイースト入り）
②バウルサック／シ・バウルサック
　 （小麦粉、牛乳、卵、ドライイースト入り、ドラ

イイーストなし）
③マンティー
　（挽肉、玉ねぎ、小麦粉、卵）
④タリ（焼いたキビ）のチーズケーキ
　（小麦粉、炒り麦粉、バター、生クリーム、イリ
ムシック）
⑤ジェント
　（炒り麦粉、バター、砂糖）

大草原の味　メニューですが、ロシア語の名
前のようです。

大使館秘書のジャミリアさんの話に耳をかたむける生徒
達。中には「渡辺えり」さん。真田広之氏の長男、「手塚日
南人」さんもいました。

中味を入れて蒸して出来上ったマンティーです。マンティーの中味を作った写真です。

料理教室の用意していただいたテーブルの様子です。
20人分。
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⑥イリムシック
　（牛乳、砂糖）
⑦暖かいお飲み物
　ミルクティー、タリ入りティー、蜂蜜入りティー

　以上、手作りと完成済の食事会
　現地、カザフスタン共和国を紹介すると、
　カザフスタン共和国は中央アジアに位置し、中
央アジア諸国の中で一番大きな面積を持つ国であ
り、内陸国としては世界最大でもある。面積は日
本の約 7 倍あるという。古くは騎馬民族が活躍し
た広大な草原と豊富な天然資源、石油、天然ガス、ウランなどで知られている。
　旧ソ連、ソビエト連邦から1991年独立してから、35年になるが大変な親日国で、今までに在日大使は
日本に大使館が出来て 5 人目だというが、今の大使、イエルラン・バウダルベック　コジャタエフ閣下
は 2 度目で、私の大分県と縁が深く、日本語がうまく、すばらしい紳士である。国は独立後、急速な経

揚げ物料理。パウルサック、揚げパン。

エプロン姿の私です。中央区ユネスコの人達です。

中央区ユネスコの人達です。左から 2 番目の方が俳優の
「手塚日南人」さんです。カザフスタン民族衣装を身につ
けての写真

カザフスタンの料理の色々。

講師グルザットさんの指導でマンティーの皮作りに励む
私です。
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済成長を遂げ若い国である。歴史的建造物や宗教的な見所も多くあるようである。
　公用語はロシア語、カザフ語。
　人口は2,040万人、日本の 6 分の 1 。
　親日国として大事にしたい国である。
　12時から料理教室が始まった。
　日本語のうまいジャミリアさんの司会で、講師グルザットさんの実演から始まった。③番の玉ねぎき
ざみから、挽肉と小麦粉と卵をまぜて、「マンティー」の中身が出来上る。
　ギョーザの外カワに似たものを作るためにそば打ちに似た木材の丸棒を用意。講師にしたがって丸棒
をあやつる、のばすから始まった。
　蒸し料理、揚げ物料理など、40分程続き、試食へと進む。これが大草原での食事のいろいろかと、仲
間と話しながら、カザフスタン料理を堪

た ん

能
の う

し、全員でイエルラン大使と合同写真。カザフスタン国の民
族衣装を身にまとい、記念撮影が出来た。そして自分で作った、③マンティー、②バウルサック等少々
手みやげを頂いて初体験で大変楽しい一時を過して、カザフスタン大使館を後にした。ありがとうござ
いました。

2026年 2 月 8 日　記
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